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明
治
新
政
府
の
金
札
通
用
促
進 

 
 

釈
文 

①  
 

 
 

 
 

 

史
料
Ａ 
行
政
府
か
ら
の
沙
汰
（
書
下
し
文
） 

先
般
、
金
札
の
儀
、
正
金
同
様
、
天
下
普

あ
ま
ね

く
通
用
致

す
べ
く
旨
、
仰
せ
出
さ
れ
候
處
、
兎
角
御
趣
意
貫
徹

致
さ
ず
、
諸
國
の
物
産
、
都
會
へ
運
送
す
る
者
、
必

ず
正
金
を
以
っ
て
其
價
を
求
め
、
或
は
金
札
を
厭
ひ
、

都
會
に
持
ち
来
り
、
品
物
を
買
い
取
り
候
様
成
り
行

き
、
金
札
は
都
會
に
の
み
相
集
り
、

益
ま
す
ま
す

以
も
っ
ｔ

て
四
方

不
融
通
に
相
成
り
、
物
價
日
を
追
っ
て
沸
騰
致
し
、

こ
れ
に
加
え
、
外
國
御
交
際
上
に
於
て
御
不
都
合
の

廉
々
少
な
か
ら
ず
候
間
、
今
後
御
仕
法
立
て
さ
せ
ら

れ
、
天
下
普
く
流
通
致
し
、
物
價
平
均
に
相
成
る
べ

く
た
め
、
別
紙
の
通
り
、
仰
せ
出
さ
れ
候
間
、
府
・

藩
・
縣
共
、
厚
く
御
趣
意
を
奉
戴
致
す
べ
き
様
、
御

沙
汰
候
事 

六
月 

 
 

行
政
官 

② 
 

史
料
Ｂ 

金
札
通
用
状
況
探
索
書 

大
山
道 

 
 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
山
道
よ
り
鎌
倉
道
・
浦
賀
邊 

 
 

 
 

 

金
札
通
用
の
儀
探
索
書 

一 

青
山
通
り
渋
谷
宮
益
町
・
三
軒
茶
屋
・ 

瀬
（
世
）
田
谷
新
町
邊
迄
、
品
川
縣
よ
り
厳
重 

の
御
達
に
付
、
金
札
通
用
宜
敷
候
事 

一 

夫
よ
り
二
タ

子
の
渡
し
境
に
て
、
武
州
多
摩
郡 

 

溝
之
口
、
家
数
百
軒
余
、
神
奈
川
縣
よ
り 

厳
重
の
御
達
に
付
、
金
札
通
用
宜
敷 

御
座
候
事 

一 

同
郡
枝
（
荏
田
）
村
通
り
筋
、
家
数
五
十
軒
程 

 
 

増
上
寺
領
の
由
、
金
札
通
用
の
義
、
地
頭
よ
り 

 
 

達
し
無
之
、
通
用
悪
敷
候
、
札
見
候
者
も 

 
 

少
く
御
座
候
事 

一 

同
郡
甲
斐
庄
兵
部
領
地
、
本
領
安
堵 

 
 

高
四
千
石
、
金
札
の
義
、
領
主
よ
り
達
し 

無
之
、
通
用
悪
敷
、
同
所
に
て
札
見
候
者 

無
御
座
候
旨
、
甲
斐
庄
兵
部
は
河
内
国
へ 

御
用
出
の
旨
、
知
行
所
に
て
申
居
候
事 

一 

同
郡
神
奈
川
縣
支
配
所
長
蔦
村
、
家 

数
百
軒
程
、
金
札
の
義
、
御
達
無
之
に
付
、 

通
用
不
致
候
事 

一 

夫
よ
り
藪
川
境
に
て
相
州
へ
入
、
高
座
郡 

靏
間
村
、
家
数
八
十
軒
程
、
金
札
の 

儀
、
神
奈
川
縣
よ
り
村
役
人
迠
、
通
用
の
義 

③ 

御
達
し
御
座
候
得
共
、
小
前
の
者
へ
村
役
よ
り 

達
無
之
に
付
、
通
用
不
致
候
事 

一 

五
月
十
九
日
暁
八
っ
半
時
頃
、
相
州
高
座 

 
 

郡
一
之
関
村
名
主
小
林
源
内
物
置
場
よ
り 

 
 

出
火
、
酒
造
店
壱
軒
類
焼
、
全
附
火
に
て 

候
由
、
當
節
近
邊
盗
賊
多
く
、
至
て
不
穏
と 

 

口
々
申
居
候
事 

一 

同
断
同
郡
大
塚
村
、
家
数
通
り
筋
に
て 

拾
弐
三
軒
、
金
札
の
義
、
神
奈
川
縣
よ
り 

御
達
御
座
候
得
共
、
當
村
へ
札
い
ま
だ
廻
り 

不
申
、
見
候
者
も
無
之
に
付
、
札
に
て
は
諸
拂 

 

堅
断
の
事 

一 

同
断
同
郡
國
府
村
、
堀
田
相
模
守
領
知 

 
 

壱
万
石
余
、
通
り
筋
、
家
数
五
十
軒
程
、 

 
 

金
札
通
用
の
儀
、
地
頭
よ
り
触
等
無
之 

 
 

に
付
、
通
用
悪
敷
候
事 

一 

夫
よ
り
熱
（
厚
）
木
川
境
に
て
、
相
州
愛
甲
郡 

 
 

熱
木
宿
、
家
数
五
百
軒
余
、
三
万
四
千
石 

 

大
久
保
佐
渡
守
領
分
に
て
、
大
山
道
筋
へ 

諸
事
御
達
し
等
触
出
し
の
宿
に
て
、
金
札 

の
義
、
先
達
て
神
奈
川
縣
并
地
頭
よ
り 

厳
重
に
御
達
御
座
候
得
共
、
札
い
ま
だ
廻
り 

 

探
索
書 

小
川
安
太
郎 
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不
申
に
付
、
諸
拂
等
札
に
て
は
断
に
て
候
事 

一 
同
郡
糟
屋
村
、
家
数
百
軒
程
、
金
札 

通
用
の
儀
、
熱
木
宿
同
様
の
事 

一 

夫
よ
り
大
隅
（
住
）
郡
子
安
村
、
家
数
五
百
軒
程 

金
札
通
用
の
義
、
熱
木
宿
同
様
に
候
事 

 

但
熱
木
宿
よ
り
此
方
、
大
前
の
向
は
札
受
取 

候
者
も
御
座
候
得
共
、
小
前
の
者
一
切
受
取
不
申
事 

④ 一 

武
州
多
摩
郡
溝
之
口
次
村
・
枝
村
邊
よ
り 

 

文
久
銭
八
文
、
寛
永
拾
弐
文
の
通
用
に
て
候
事 

一 

相
州
高
座
郡
要
（
用
）
田
村
、
家
数
八
十
軒
程
、 

 
 

神
奈
川
縣
ゟ
御
達
無
之
、
金
札
通
用
は 

 
 

一
切
不
仕
候
事 

一 

東
海
道
藤
沢
宿
に
て
は
、
神
奈
川
縣
よ
り 

 
 

厳
重
に
御
触
に
付
、
金
札
通
用
宜
候
得
共 

 
 

問
屋
相
場
、
天
保
銭
に
て
九
貫
五
百
文
位
ィ
、 

正
金
札
と
も
同
様
相
場
に
て
候
、
町
相
對
は 

両
様
と
拾
貫
四
百
文
通
用
に
て
候
、
文
久
銭
、 

寛
永
と
も
少
く
、
東
京
並
通
用
無
御
座
候
、 

都
て
初
發
よ
り
何
れ
の
宿
駅
と
も
、
天
保 

銭
多
く
御
座
候
事 

一 

相
州
江
の
島
、
神
主
岩
本
将
監
・
壬
生 

大
膳
・
北
條
主
殿
を
初
め
、
町
家
・
猟
師
町 

迠
、
家
数
弐
百
軒
余
、
金
札
の
義
、
神
奈
川 

縣
よ
り
厳
重
に
御
達
候
得
共
、
相
對
に
て
は 

通
用
悪
敷
、
御
武
家
方
、
無
利
（
理
）
に
御
拂 

相
成
候
は
ゞ
無
拠
頂
戴
は
仕
候
得
共
可
相
成
は 

金
子
に
て
御
拂
被
下
候
様
申
居
候
事 

一 

同
靏
ヶ
岡
八
幡
宮
前
、
町
通
り
筋
、
家
数 

弐
百
軒
余
、
金
札
の
義
、
神
奈
川
縣
よ
り 

御
達
有
之
候
得
共
、
小
前
の
者
諸
拂
等
に
受
取 

不
申
候
に
付
、
不
通
用
の
事 

一 

右
近
在
の
者
共
、
札
見
候
者
一
切
無
之
に
付
、 

 

通
用
致
不
申
候
事 

（
久
良
岐
） 

一 

武
州
倉
木
（
久
良
木
）
郡
金
沢
壱
万
弐
千
石
に
て 

 
 

 
 

米
倉
丹
後
守
領
分
、
通
り
筋
家
数
百 

六
拾
軒
程
、
金
札
の
義
、
御
達
御
座
候
得
共 

⑤ 

札
見
候
者
無
之
に
付
、
通
用
悪
敷
候
事 

一 

相
州
倉
木
郡
野
嶋
村
、
家
数
五
十
軒
程 

金
札
の
義
、
神
奈
川
縣
よ
り
御
達
御
座
候
処
、 

通
用
悪
敷
に
付
、
可
相
成
は
正
金
に
て
諸
拂 

受
取
申
度
旨
、
武
家
へ
對
し
候
て
も
申
候
由
、 

乍
去
無
利
に
相
拂
候
は
ゞ
、
無
拠
受
取
候
哉
と 

察
候
事 

一 

相
州
三
浦
郡
浦
賀
港
、
家
数
千
五
百
軒 

の
余
、
金
札
の
義
、
神
奈
川
縣
よ
り
御
達
に
付
、 

大
家
の
町
人
は
通
用
宜
候
得
共
、
小
家
に
て
は 

断
申
候
、
乍
去
港
の
義
に
付
、
追
々
通
用
致 

候
義
と
存
候
、
右
港
入
江
拾
八
丁
の
間
に 

大
小
船
多
分
入
込
罷
在
候
事 

浦
賀
港
に
て
風
聞
承
り
込
候
に
付
申
上
候 

一 

去
る
五
月
十
日
頃
、
異
人
弐
百
五
六
十
人
に
て 

乗 マ
マ

氣
船
に
て
浦
賀
沖
通
船
の
処
、
笠
岩
と 

申
へ
乗
掛
、
船
二
つ
割
に
成
候
に
付
近
辺
よ
り 

助
け
船
差
向
候
処
、
息
有
之
候
者
拾
五
人 

連
来
り
、
藁
焼
あ
ぶ
り
候
に
付
、
拾
五
人
丈
ヶ 

助
り
、
跡
畢
死
の
由
、
其
邊
海
深
弐
百
四
五
十 

ひ
ろ
程
の
深
海
の
由
に
て
候
事 

一 

同
断
、
五
月
中
旬
、
薩
州
公
の
人
数
乗 マ

マ

氣 

船
に
て
三
百
余
人
乗
に
て
帰
船
の
処
、
右
沖
、 

ふ
っ
津
の
洲
に
船
掛
候
に
付
、
進
退
共 

途
を
失
ひ
罷
在
候
内
、
追
々
助
け
、
船
は
港
へ 

上
陸
逗
留
中
、
所
々
に
て
乱
法
有
之
、
船
會
所 

に
て
何
歟
無
っ
ヶ
敷

む

つ

か

し

く

申
、
刀
を
抜
候
て
お
ど
し
、 

⑥ 

或
は
新
町
の
遊
女
屋
有
之
、
夫
へ
参
り
、
遊
び 

候
節
、
薩
人
の
言
語
早
く
、
女
共
に
聞
取
兼 
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候
を
腹
立
、
遊
女
藝
子
の
者
共
へ
、
無 マ

マ

っ
ヶ
敷 

申
、
諸
事
拂
は
不
致
上
、
刀
の
柄
に
手
を
掛
け 

抔
い
た
し
、
當
惑
の
上
、
詫
申
相
済
申
候
、
又 

酒
屋
・
料
理
屋
等
に
て
、
吞
喰
の
上
、
勘
定
等 

不
致
帰
り
候
に
付
、
御
拂
被
下
候
様
申
候
は
ゞ
、 

直
に
刀
の
柄
に
手
を
掛
候
に
付
、
其
儘
行
過
、 

其
外
人
殺
し
は
無
之
候
得
共
、
所
々
に
て 

右
様
の
義
致
候
に
付
、
港
中
薩
人
の 

逗
留
中
は
鎮
り
居
、
物
静
に
慎
み
罷
在 

候
処
、
五
月
十
九
日
昼
時
頃
、
蒸
気
船
に
て
帰 

船
相
成
候
に
付
、
一
同
安
堵
の
思
ひ
致
候
趣 

皆
口
々
に
申
居
候
事 

一 

同
断
同
郡
横
須
賀
、
家
数
三
百
軒
余
に
て 

 
 

製
鉄
所
盛
に
相
見
え
申
候
、
右
村
よ
り 

 
 

製
鉄
所
へ
千
人
程
の
日
雇
の
者
入
込 

候
由
、
追
々
家
数
出
来
繁
家
（
華
）
の
地
に
相
成 

候
義
と
奉
存
候
、
金
札
通
用
の
義
、
宜
敷 

候
事 

但
人
氣
は
不
宜
、
諸
人
入
込
の
場
所
故
と 

奉
存
候
事 

一 

武
州
橘
郡
神
奈
川
宿
、
金
札
の
義
は
、
正
金 

同
様
の
通
用
に
て
候
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

但
正
金
并
札
と
も
問
屋
に
て
は
両
に
十
貫
文
相
場 

相
対
に
て
は
両
に
相
方
と
も
拾
貫
四
百
文
相
場
に 

 
 

候
事 

一 

神
奈
川
よ
り
東
京
迄
は
、
通
り
筋
、
川
崎 

 
 

大
森
邊
共
、
金
札
通
用
宜
候
事 

但
都
て
道
中
筋
、
文
久
・
寛
永
と
も
少
く 

⑦ 

八
文
・
十
二
文
の
通
用
に
て
、
東
京
並
に
通
用
は 

不
致
候
事 

一 

金
札
の
風
聞
、
巡
察
の
場
所
の
様
子
承
り 

 
 

 
 

候
処
、
大
家
の
町
人
よ
り
、
中
の
町
人
迠
は 

 
 

往
々
通
用
至
極
宜
候
得
共
、
下
部
の
者
共 

取
扱
ひ
に
當
惑
の
由
、
尤
諸
国
在
々
に
て
も 

札
を
以
、
直
に
金
銭
に
両
替
、
少
も
差
支 

無
之
様
相
成
候
は
ゞ
格
別
、
夫
と
申
も
、
既
に 

東
海
道
を
初
、
道
中
筋
并
東
京 

に
て
も
人
足
抔
へ
、
札
に
て
御
拂
等
出
候
節
は 

雨
天
に
て
も
候
は
ゞ
、
置
所
差
支
ひ
、
常
々 

紙
入
の
懐
中
物
も
無
之
、
又
暑
氣
の
時
分
は
、 

あ
せ
で
ぬ
れ
候
て
は
、
通
用
に
も
差
支
へ
、 

又
、
船
頭
抔
も
右
同
様
ぬ
れ
手
に
て
扱
ひ 

候
訳
に
も
不
参
、
箱
に
て
も
拵
え
、
銘
々
腰
へ 

下
げ
候
て
も
受
取
、
札
箱
へ
入
候
間
、
少
々 

直
に
出
し
候
跡
は
、
箱
計
下
げ
候
者
多
く
候
、 

如
何
に
も
當
惑
の
旨
、
下
部
の
者
共
雑
談
、 

何
れ
に
て
も
申
居
候
、
承
り
込
候
に
付
、
其
儘 

書
加
え
奉
申
上
候
事 

右
至
急
探
索
の
處
、
彼
是
延
日
仕
候
得
共 

不
取
敢
奉
申
上
候
、
以
上 

五
月
廿
四
日 

 
 

小
川
安
太
郎 
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史
料
Ｃ 

金
札
流
通
促
進
の
議 

⑧ 

 
 

上 

 
 

 

以
書
取
實
情
奉
申
上
候 

 

楮
幣

ち
ょ
へ
い

の
義
に
付
、
品
々
厚
御
世
話
被
為
在
候
間
、
下
情 

今
日
の
事
実
奉
申
上
候 

一 

金
札
の
義
、
當
節
五
海
道
宿
々
、
其
余
往
還
筋
在
町 

市
場
の
義
は
、
其
地
元
丈
ヶ
は
、
ヶ
成
通
用
い
た
し
居
候 

得
共
、
在
々
農
事
一
派
（
統
）
の
村
々
に
至
り
候
て
は
、
未
だ
金
札 

入
廻
り
不
申
、
通
用
方
難
行
届
候
に
付
、
質
朴
性
来
の 

百
姓
ど
も
、
當
今 

御
多
端
の
御
場
合
は
不
相
弁
、
俗
に
云
金
札
に
て
は
賣 

も
の
も
見
合

み
あ
わ
せ

候
姿
に
相
聞
候
間
、
商
人
共
諸
品
買
出
し
に 

参
り
候
て
も
、
不
取
敢
義
も
有
之
由
に
て
、
自
然
東
京
は 

勿
論
、
市
場
・
町
場
・
宿
々
の
処
も
、
い
つ
と
な
く
諸
色
相
減
候 

故
、
物
價
も
沸
騰
仕
候
様
成
行
可
申
、
物
價
高
直
に 

相
成
候
得
ば
、
農
業
一
派
の
も
の
共
、
又
々
右
を
苦
情
に 

相
唱
候
道
利
（
理
）
も
可
有
之
不
穏
、
且
亦
農
事
一
派
の
者 

共
の
内
、
身
元
ヶ
成
の
も
の
共
に
至
り
候
て
は
、
諸
品
賣
物
見
合 

⑨ 

居
、
其
上
貯
置
候
金
銭
は
成
丈
ヶ
囲
置
可
申
候
、
金
銭 

拂
底
に
相
成
候
得
ば
、
是
以
貧
民
共
難
渋
に
成
行
候
義 

に
て
、
就
中
國
々
肝
商
共
に
お
い
て
は
、
窮
民
難
義
を
も 

不
厭
、
己
の
利
欲
に
泥
み
、
格
外
高
直
に
賣
渡
候
間
、
是
人 

心
不
穏
、
尚
亦
此
上
も
金
札
通
用
方
厳
重
に
御
布
令
も 

有
之
候
は
ゞ
、
在
々
迠
も
無
滞
通
用
可
仕
候
得
共
、
右
奉
申
上
候 

通
り
、
農
商
と
も
に
身
元
の
者
共
、
金
銭
貯
込
候
は
ゞ
、
丸
に 

金
札
計
に
て
通
用
取
引
い
た
し
候
様
相
成
可
申
、
左
候
得
ば 

極
て
物
價
騰
揚
仕
候
は
顕
然
の
義
に
付
、
別
格
に
育
民 

御
親
裁
の
御
沙
汰
無
之
候
て
は
、
下
々
貧
賤
の
も
の
共 

往
々
活
計
難
相
立
、
終
に
變
動
い
た
し
候
基
に
も
可 

相
成
哉
と
乍
恐
奉
存
候
間
、
其
支
配
府
縣
へ
被
仰
付
、 

在
中
一
般
に
聊
つ
ゝ
も
金
札
御
貸
渡
相
成
候
て
は
如
何 

可
有
御
座
哉
、
素
々
性
来
至
誠
の
百
姓
共
、
金
札
御
貸
渡 

相
成
候
上
は
、
通
用
取
引
不
仕
候
て
は
、
不
相
済
事
に
相
心
得 

候
は
必
然
の
義
、
然
る
上
は
在
々
迠
も
至
急
通
用
方
行
届 

可
申
、
其
内
一
両
年
も
金
札
十
分
通
用
い
た
し
候
上
は 

⑨ 

又
々
正
金
も
追
々
立
廻
り
可
申
哉
と
奉
存
候
、
右
は
奉
恐
入 

義
に
御
座
候
得
共
、
愚
意
以
書
取
奉
申
上
候 

一 

在
中
の
義
、
諸
方
風
説
傳
承
仕
候
処
、
當
時
立
廻
り
金
札 

壱
両
の
札
の
み
、
在
々
市
場
・
町
場
へ
相
廻
候
間
、
品
々
請
取
候 

も
の
共
、
小
買
物
に
差
支
、
賣
人
に
お
い
て
は
釣
札
に
差
支
、 

尤
聊
の
釣
銭
は
差
出
候
由
に
候
得
共
、
譬
ば
金
札
壱
両
を
以 

壱
朱
、
弐
朱
の
賣
物
に
て
は
、
正
金
の
釣
、
何
れ
の
場
所
に
お
い
て
も 

不
差
出
趣
に
相
聞
、
別
て
困
窮
の
者
共
、
右
等
の
場
合
よ
り 

必
至
と
難
義
い
た
し
、
其
上
銭
追
々
拂
底
、
相
場
引
上
げ
、 

殊
に
諸
色
高
直
に
相
成
、
大
金
札
多
に
て
実
以
差
支
候
由
、 

右
は
正
金
同
様
の
御
布
告
に
付
、
正
金
に
て
釣
金
不
差
出
候 

て
は
御
趣
意
に
振
候
義
に
は
有
之
候
得
共
、
此
義
は
上
野
武 

相
房
総
在
町
并
東
京
迚
も
同
様
の
趣
に
相
聞
候
間
、
可 

相
成
は
、
差
向
貧
民
難
義
不
致
様
に
金
札
夥
敷 
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御
發
弘
不
相
成
候
て
は
、
実
々
在
々
の
処
、
変
換
を
生
じ 

可
申
も
難
斗
奉
存
候
間
、
右
小
札
大
急
在
中
へ
相
廻
候
様 

御
所
置
被
成
下
置
度
奉
存
候 

一 

近
頃
諸
方
、
銭
相
庭
（
場
）
引
上
げ
候
故
歟
、
青
銭
・
文
久
銭
は 

御
布
令
の
通
、
追
々
通
用
い
た
し
候
由
に
相
聞
申
候 

⑪ 一 

関
内
の
人
望
并
奸
商
共
、
奉
申
上
候
迠
も
無
御
座
候 

 
 

得
ど
も
、
兎
角
流
弊
有
之
、
差
向
の
利
欲
に
迷
ひ
、
銘
々 

勝
手
に
不
相
成
義
は
聊
に
て
も
苦
情
を
相
唱
、
當
今
不 

容
易 

御
多
端
の
御
場
合
は
、
更
に
不
相
弁
事
に
付
、
自
然 

心
得
違
も
出
来
可
申
哉
、
実
以
歎
ヶ
敷
次
第
に
御
座
候
間
、 

乍
恐
寛
太
の 

御
徳
化
に
復
し
候
様
被
為
遊
度
、
無
忌
憚
奉
申 

上
候
、
以
上 

 
 

 

巳
六
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